
平成２２年度 福井県公共工事入札監視委員会審議状況報告 

 

 

 福井県公共工事入札監視委員会要領第５の規定により、平成２２年度の審議状況について下記のとおり報告

します。 

 

  平成２３年３月３１日 

 

  福 井 県 知 事  様 

 

                               福井県公共工事入札監視委員会 

 

記 

１ 開催状況 

《第１回》 

（１）日 時  平成２２年６月２９日（火）１３：３０～１５：１０ 

（２）場 所  県庁６階 大会議室 

（３）出席委員 荒井委員、川崎委員、下中委員、藤井委員 

  ・入札および契約に係る制度の運用について 

  ・抽出事案審議 

    ア 地域活力基盤創造交付金工事（道路改良）２１－９工事（福井土木事務所発注） 

    イ （県単）パークアンドライド渋滞対策モデル工事その３工事（丹南土木事務所発注） 

    ウ 通常砂防工事その３（敦賀土木事務所発注） 

    エ 日野川総合開発吉野瀬川ダム（社会特会）遺跡表土はぎ工事（吉野瀬川ダム建設事務所発注） 

    オ 平成２１年度経営体育成基盤整備事業（ほ場）第２０号工事（嶺南振興局農村整備部発注） 

  ・談合その他の不正行為に関する事項について 

 

《第２回》 

（１）日 時  平成２２年８月３１日（火）１３：３０～１５：２０ 

（２）場 所  県庁６階 大会議室 

（３）出席委員 荒井委員、川崎委員、下中委員、藤井委員、薬袋委員 

・入札および契約に係る制度の運用について 

  ・抽出事案審議 

    ア 通常砂防事業（社会資本整備総合交付金）その１工事（奥越土木事務所発注） 

    イ （県単）舗装道補修工事（三国土木事務所発注） 

    ウ 平成２１年度経営体育成基盤整備事業（ほ場）川西中部２期地区第１４号工事 

                            （福井農林総合事務所発注） 

    エ 平成２２年度海岸環境整備事業高佐茂原地区第２号工事（丹南農林総合事務所発注） 

    オ 福井臨海工業用水道事業監視制御設備設置工事（公営企業経営課発注） 

  ・談合その他の不正行為に関する事項について 

 

《第３回》 

（１）日 時  平成２３年１月１１日（火）１３：３０～１５：２０ 

（２）場 所  県庁６階 大会議室 

（３）出席委員 荒井委員、川崎委員、下中委員、藤井委員 

 

 



（４）議 題   

  ・入札および契約に係る制度の運用について   

  ・総合評価落札方式の実施状況について 

  ・今後の経済対策（公共工事）の執行について 

  ・抽出事案審議 

    ア サンドーム福井空調設備改修工事（営繕課発注） 

    イ 道路防災対策工事（社会資本整備総合交付金）一般国道３０５号（丹南土木事務所発注） 

    ウ 交通安全施設等整備工事（社会資本整備総合交付金）和久里その１（小浜土木事務所発注） 

    エ 福井港港湾整備事業（社会資本整備総合交付金）（港湾改修）その３工事福井港 

（福井港湾事務所発注） 

    オ 平成２２年度かんがい排水事業（一般型・県営）西江・中江１期地区第４号工事 

（坂井農林総合事務所発注） 

  ・談合その他の不正行為に関する事項について 

 

《第４回》 

（１）日 時  平成２３年３月１７日（木）１３：３０～１５：１０ 

（２）場 所  県庁２階 中会議室 

（３）出席委員 荒井委員、川崎委員、下中委員、藤井委員 

（４）議 題   

  ・入札および契約に係る制度の運用について 

  ・抽出事案審議 

    ア （県単）舗装道補修工事その１工事（奥越土木事務所発注） 

    イ 河内川ダム建設工事（社会特会）付替県道７工区２２－３（河内川ダム建設事務所発注） 

    ウ 平成２２年度治山施設機能強化工事（坂井農林総合事務所発注） 

    エ 平成２２年度広域漁港整備事業（特定）宿新保第２防波堤２２－２７（越前漁港事務所発注） 

    オ 福井警察署空調工事（警察本部発注） 

  ・談合その他の不正行為に関する事項について 

 

２ 主な質疑および説明 

（１）入札制度全般 

Ｑ 入札参加の要件とするほ装機械の保有は、いつの時点で要件を満たしている必要があるか。また、契

約にまで至らなくても、あらかじめ保有しておく必要があるか。（第２回 イ） 

Ａ 事後審査においては、開札後、入札参加資格確認申請書を提出するとき。また、ほ装工事の入札参加

資格を有するためにはアスファルトフィニッシャーの保有が必須である。 

Ｑ 舗装工事の入札に参加するための資格として、舗装業者が保有しなければならない建設機械は何か。

（第４回 ア） 

Ａ 全ての業者が保有しなければならないのは、アスファルトフィニッシャーである。加えて、Ａ等級の

業者は、マカダムローラーとタイヤローラーも併せて保有する必要がある。 

  Ｑ 工期が１月４日からと降雪期の発注であるが、施工上、問題は生じないか。（第４回 ア） 

  Ａ 経済対策に係る補正予算執行であるため、早期発注とした。工期は３月末日までに設定しており、工

期内完成は可能である。   

  Ｑ 代表者でない名義のＩＣカードによる入札を行ったため失格となった者がいるが、代表者名義でなけ

ればならないことは、周知徹底されているか。（第１回 ウ） 

Ａ 電子入札システムの入口の画面に、入札に参加する上での注意事項として、ＩＣカードの名義と代表

者の名義が一致していないと無効になる旨を掲載し、周知徹底を図っている。 

Ｑ 入札公告の入札参加資格として、暴力団関係者でないことが条件とされているが、その他の工事では

どのように設定されているか。（第４回 エ） 

Ａ 全ての入札公告の共通事項として「一般競争入札公告共通事項」を定めており、入札に参加する者に



必要な資格の一つとして、暴力団関係者でないことを明示している。 

 

（２）総合評価落札方式関係 

Ｑ 総合評価の技術評価点は、全ての業者について算定するか。（第２回 ア）（第４回 イ） 

Ａ 総合評価で逆転が不可能な業者については、評価対象外としている。 

Ｑ 総合評価落札方式を実施して価格１位の者が落札できなかった場合、当該業者から落札できなかった

理由の問い合わせ等はないか。（第３回） 

Ａ 現在まで問い合わせはない。 

Ｑ 総合評価落札方式で行った結果、価格１位の者以外の者が落札しているが、価格以外の評価としてど

のような項目があったのか。（第１回 ウ） 

Ａ 地域精通度として、主たる営業所の所在が、工事施工場所の市町内であれば最大の２．５点を加点し

ている。また、企業や配置予定技術者の技術力として、同種同程度の施工実績を有していた場合に最大

１．５点を加点している。 

Ｑ 総合評価落札方式の項目として、地域精通度は業種にかかわらず評価するのか。（第３回 ア） 

Ａ 工事の業種を問わずに評価している。 

Ｑ 総合評価において評価された技術提案等を履行しなかった場合は、どうするか。（第２回 ア） 

Ａ 技術提案し、評価された内容を実際の工事で施工しなかった場合は、技術提案どおりに再度施工させ

るか、ペナルティを課すことになる。 

 

 

（３）低入札関係 

Ｑ 平成２１年度に行った低入札価格調査の対象工事のうち、最も低い落札率は何％だったか。（第２回） 

  Ａ ６８．１％である。 

  Ｑ 低入札価格調査において、失格判断基準に一つでも抵触すると失格となるか。（第３回 オ） 

Ａ 失格となる。 

 

（４）その他 

Ｑ 経営事項審査申請書に係る完成工事高を過大に記載したことを理由に指名停止をしているが、どのよ

うな調査をして判明したのか。（第２回） 

Ａ 発注機関で保管する契約書および下請届と突合調査を行った。 

Ｑ 工事続行不能の申し出があり、契約解除とした場合、当該工事はどのようになるのか。（第３回） 

  Ａ 残工事部分について、再度発注することとなる。 

 

３ 検討を要する事項 

  ・低入札調査の対象とした工事について、工事成績との相関関係はどうなっているか分析すること。（第３

回） 

  ・報告期間中の平均落札率について、主な業種のそれぞれの平均落札率がどうなっているか分析すること。

（第４回） 

 


